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伏本の有力な廻船問屋に免てた

「北海道驚暢磐耕掲催選採島題
江戸初期には木町が主要な港でしたが、千保川

から庄川へ流路を固定する治水工事が完了すると、

次第に伏木湊が発展し、高岡の外港として重要な

役割を果たしてきました。

その主役は北前船です。北前船は単に物資を運

ぶ「運賃積み」ではなく、船主 (船頭)が自分の
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どを仕入れていました。そして大坂へ米や鰊月巴料、

本綿などを運び、帰りに本綿原料などを仕入れる

といういわば “三角貿易
"を していました。

伏本では江戸時代、船関連の店が多く建ち並ん

でいましたが、その中心は鶴屋(堀田家)を筆頭と

する「七軒(当初は八軒)間屋」という廻船閣屋で、

能登屋(藤井家)などが有力でした。

明治維新後、北方開拓を重視する政府は開拓使

という役所を作りました。写真の史料は、明治3

年開拓使(新潟」と張所)北海道産物会所(領内の産

物を統制する場所)が、廻船闘F至である藤井三右

冨霧源蒼詩務轟彊警ヅ稚砲曇包た電層落写伊習岳
三家が当時、政府にも認められた伏木の有力な廻

船間屋であることを示しています。この後、藤井

能三は、日本海側で最初の西洋式灯台や測候所な

ど伏木港の近代化に奔走しました。(仁ヶ竹主幹)
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▲「開拓使北海道産物会所用達商任命書」明治3年 【博物館蔵】

間含先 博物館a20-4572

むん     こ     ち     しん

ざ故耳新

魁
癖華

‘
・‐い

，

粽
ド
上
一

，
畠
ユ
　
・
・
‐

ｆ
産

点

ね
芹
筆
ぬ

逃|


